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一
　
三
行
の
違
い
が
わ
か
り
に
く
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

日
本
勧
業
銀
行
（
勧
銀
）、
日
本
興
業
銀
行
（
興
銀
）、
農
工
銀
行
（
農

銀
）
の
三
行
が
「
特
殊
銀
行
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。
一

般
の
銀
行
と
異
な
り
、
特
殊
銀
行
は
特
別
法
に
よ
っ
て
特
定
の
分
野
に
資

金
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
国
の
政
策
が
大
き
く
経
営
に

影
響
を
与
え
る
銀
行
で
し
た
。
特
殊
銀
行
に
は
、
本
問
で
扱
う
三
行
以
外

に
も
、
横
浜
正
金
銀
行
、
日
本
銀
行
、
朝
鮮
銀
行
、
台
湾
銀
行
が
あ
り
ま

し
た
。

特
殊
銀
行
は
、
利
益
を
計
上
す
る
の
み
な
ら
ず
、
業
務
が
政
治
的
に
も

支
持
さ
れ
、
実
際
に
特
定
の
産
業
や
社
会
集
団
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
政
策
は
社
会
経
済
情
勢
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
ま

す
が
、
特
殊
銀
行
に
は
他
の
銀
行
に
は
な
い
特
権
が
あ
る
反
面
、
そ
の
業

務
に
は
厳
重
な
制
限
が
あ
り
、
社
会
経
済
情
勢
や
政
策
の
変
化
に
応
じ
て

臨
機
応
変
な
対
応
を
主
体
的
に
行
う
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
世
論
も
一
枚

岩
で
は
な
く
、
財
閥
系
の
銀
行
を
中
心
に
特
殊
銀
行
不
要
論
も
根
強
く
存

在
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
特
殊
銀
行
は
構
造
的
に
多
く
の
課
題
を
内
包
し
、
歩
ん
だ

道
の
り
も
決
し
て
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
勧
銀
、

興
銀
、
農
銀
の
違
い
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
①
成
立
し
た
経
緯

と
設
立
趣
旨
、
②
社
会
情
勢
と
政
策
の
変
化
、
③
各
行
の
対
応
と
結
果
を

丁
寧
に
紐
解
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
　
誰
が
勧
銀
、
興
銀
、
農
銀
の
設
立
を
構
想
し
た
の
で
す
か
？

明
治
時
代
の
財
政
・
金
融
を
主
導
し
た
松
方
正
義
で
す
。
松
方
は
、
一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に
「
日
本
興
業
銀
行
、
動
産
銀
行
及
農
業
銀

行
設
立
趣
旨
ノ
総
説
明
」
で
、
国
の
重
要
な
政
策
を
実
現
す
る
手
段
と
し

て
、
特
定
の
分
野
に
資
金
を
円
滑
・
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
特
別
法

に
基
づ
い
て
（
1
）
農
工
業
の
発
展
を
支
援
す
る
日
本
興
業
銀
行
（
一
八

九
七
年
に
日
本
勧
業
銀
行
と
し
て
設
立
）、（
2
）
株
式
会
社
に
よ
る
新
し

い
工
業
の
発
展
を
支
援
す
る
動
産
銀
行
（
一
九
〇
二
年
に
日
本
興
業
銀
行

と
し
て
設
立
）、（
3
）
小
農
へ
の
資
金
供
給
を
目
的
と
す
る
農
業
銀
行

（
一
八
九
八
～
一
九
〇
〇
年
に
農
工
銀
行
と
し
て
設
立
）、
を
三
本
柱
と
す

る
特
殊
銀
行
の
設
立
を
提
唱
し
ま
し
た
。
三
行
の
名
称
が
構
想
段
階
と
設

立
後
で
異
な
る
の
は
、
特
殊
銀
行
と
し
て
の
意
義
と
業
務
内
容
を
め
ぐ
る
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日
本
勧
業
銀
行
・
日
本
興
業
銀
行
・
農
工
銀
行
に
つ
い
て　

三
行
の
違
い
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
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政
治
的
な
駆
け
引
き
と
妥
協
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。

三
　�
明
治
時
代
に
は
特
殊
銀
行
以
外
に�

ど
の
よ
う
な
銀
行
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
す
か
？

現
在
、
日
本
に
は
「
銀
行
」
と
名
の
つ
く
金
融
機
関
は
全
国
で
一
四
一

行
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
明
治
時
代
に
は
銀
行
が
乱
立
し
て
い
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に
公

布
さ
れ
た
普
通
銀
行
条
例
に
よ
り
、
特
殊
銀
行
以
外
の
銀
行
は
普
通
銀
行

と
貯
蓄
銀
行
に
分
類
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
）
年
末
に

各
々
一
八
五
四
、
四
三
五
行
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

四
　�

既
に
多
く
の
普
通
銀
行
が
存
在
す
る
中
、
勧
銀
、
興
銀
、
農
銀
の�

三
行
が
設
立
さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
？

明
治
中
期
の
普
通
銀
行
で
は
充
分
に
対
応
で
き
な
い
重
大
な
問
題
が
発

生
し
、
国
の
政
策
と
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
治
判
断

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
範
と
す
る
銀
行
分

業
体
制
の
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
普
通
銀
行
を
手
形
の
割

引
な
ど
の
信
用
供
与
期
間
の
短
い
商
業
銀
行
業
務
に
担
当
し
て
も
ら
い
、

設
備
や
不
動
産
な
ど
へ
の
投
資
に
用
い
る
長
期
の
産
業
資
金
は
特
殊
銀
行

に
任
せ
る
と
い
う
構
想
で
す
。
ま
た
、
松
方
デ
フ
レ
に
よ
り
農
家
の
負
債

が
増
加
し
社
会
不
安
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
農
銀
の
設
立

が
構
想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
三
行
は
日
々
の
資
金
を
決
済
す
る

こ
と
よ
り
も
、
特
定
の
分
野
に
資
金
を
仲
介
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

ま
し
た
。

五
　
日
本
勧
業
銀
行
の
特
色
は
何
で
す
か
？

日
本
勧
業
銀
行
は
、「
農
業
工
業
ノ
改
良
発
達
ノ
為
資
本
ヲ
貸
付
ス
ル

ヲ
以
て
目
的
ト
ス
ル
」（
日
本
勧
業
銀
行
法
第
一
条
）
と
し
、
農
業
と
家

内
工
業
を
地
盤
と
し
た
日
本
の
産
業
を
改
組
し
て
近
代
産
業
の
勃
興
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
預
金
に
加
え
、
払
込
資
本
金
の
一

〇
倍
を
限
度
に
償
還
期
限
が
長
期
な
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資

金
を
調
達
し
、
不
動
産
を
担
保
と
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
最
長
五
〇
年
ま

で
を
返
済
期
限
と
す
る
長
期
低
利
融
資
を
提
供
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
日
本
の
産
業
構
造
に
占
め
る
農
業
の
重
要
性
と
成

長
性
が
低
下
し
、
地
主
を
中
心
と
す
る
農
地
所
有
者
の
長
期
資
金
へ
の
需

要
が
減
退
し
た
結
果
、
勧
銀
の
農
業
融
資
は
漸
減
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

政
府
は
勧
銀
の
融
資
分
野
を
農
工
業
に
限
定
す
る
縛
り
を
一
九
一
一
（
明

治
四
十
四
）
年
に
解
き
、
市
街
地
に
お
け
る
宅
地
建
物
抵
当
融
資
を
認
め

ま
し
た
。
市
街
地
不
動
産
貸
付
は
著
し
く
伸
長
し
、
一
九
一
七
（
大
正

六
）
年
に
は
三
〇
〇
〇
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
同
融
資
は
一
九
三
七
（
昭

和
十
二
）
年
に
は
六
億
三
八
〇
〇
万
円
に
達
し
、
総
貸
付
残
高
の
約
四
二
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％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
勧
銀
は
、
設
立
わ
ず
か
一
四
年
で
農

工
業
の
改
良
発
達
と
い
う
融
資
目
的
が
根
拠
法
か
ら
削
除
さ
れ
、
不
動
産

担
保
融
資
に
専
念
す
る
「
不
動
産
抵
当
銀
行
」
に
変
化
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
も
勧
銀
の
歴
史
は
紆
余
曲
折
を
経
ま
す
。
人
口
の
都
市
部
へ
の

集
中
に
伴
う
土
地
購
入
と
住
宅
建
設
が
一
段
落
す
る
と
、
不
動
産
を
担
保

と
す
る
事
業
融
資
が
急
速
に
増
加
し
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
頃

に
は
諸
貸
付
の
三
八
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
産
業

金
融
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
日
本
興
業
銀
行
と
の
業
務
の
重
複
が
問

題
と
な
り
、
合
併
論
も
台
頭
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
勧
銀
は
主
と
し
て
多

額
の
設
備
投
資
資
金
を
必
要
と
す
る
都
市
部
の
大
企
業
で
は
な
く
、
一
件

あ
た
り
の
融
資
金
額
の
小
さ
い
中
小
商
工
事
業
者
を
中
心
に
事
業
金
融
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
興
銀
と
の
棲
み
分
け
を
は
か
り
、
独
立
を
維
持
し

ま
し
た
。

六
　
日
本
興
業
銀
行
の
特
色
は
何
で
す
か
？

そ
れ
は
、
株
式
を
中
心
と
す
る
有
価
証
券
担
保
金
融
の
専
門
機
関
と
し

て
長
期
の
産
業
資
金
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、
主
と
し
て
債
券
発

行
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
す
る
特
殊
銀
行
で
あ
る
こ
と
で
す
。
設
立
の
背

景
と
し
て
、
商
業
銀
行
で
あ
る
べ
き
普
通
銀
行
が
株
式
担
保
に
よ
る
貸
出

を
行
う
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
工
業
・

電
力
業
・
運
輸
業
の
発
展
に
伴
い
、
大
口
で
し
か
も
長
期
的
な
資
金
に
対

す
る
需
要
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業
資
金
の
供
与
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
、
外
資
導
入
の
受
け
皿
、
さ
ら
に
は
当
時
ア
メ
リ
カ
で
発
展

し
て
い
た
信
託
業
務
の
日
本
へ
の
輸
入
移
植
の
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

法
的
な
整
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
業
三
年
後
の
一
九
〇
五
（
明
治
三

十
八
）
年
に
は
、「
担
保
附
社
債
信
託
法
」「
鉄
道
抵
当
法
」「
鉱
業
抵
当

法
」「
外
国
ニ
於
ケ
ル
銀
行
業
務
ニ
関
ス
ル
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、（
1
）

鉄
道
を
中
心
と
し
た
諸
産
業
へ
の
長
期
信
用
供
与
、（
2
）
中
国
・
朝
鮮

へ
の
投
資
の
二
方
面
へ
の
発
展
の
可
能
性
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

興
銀
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
く
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
は

鉄
道
が
国
有
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
融
資
対
象
先
で
な
く
な
り
、
有
価
証

券
担
保
貸
出
も
普
通
銀
行
や
日
本
銀
行
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
伸
び
悩
み

ま
し
た
。
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
の
「
興
銀
法
」
で
特
殊
銀
行
と

し
て
の
独
自
性
は
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。

第
一
次
大
戦
後
の
金
融
恐
慌
を
経
て
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
制
定

さ
れ
た
銀
行
法
に
よ
り
、
普
通
銀
行
の
多
く
は
淘
汰
さ
れ
る
と
同
時
に
銀

行
の
集
中
が
進
み
、
第
一
、
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
安
田
の
五
大
銀
行
は
、

重
工
業
の
発
展
に
必
要
な
長
期
融
資
を
提
供
す
る
実
力
を
有
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
は
こ
れ
ら
五
行
で
、
全
国
普

通
銀
行
の
預
金
総
額
の
約
四
割
、
貸
出
総
額
の
約
三
割
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

興
銀
が
脚
光
を
浴
び
る
の
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
の
日
中
戦
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争
勃
発
を
契
機
に
日
本
が
国
策
と
し
て
戦
時
経
済
体
制
に
移
行
し
て
か
ら

で
す
。
興
銀
は
、
同
年
に
制
定
さ
れ
た
臨
時
資
金
調
整
法
に
基
づ
く
戦
時

金
融
統
制
の
要
と
し
て
重
化
学
工
業
の
基
盤
的
生
産
拡
大
、
そ
の
た
め
の

産
業
構
造
の
再
編
を
推
進
す
る
た
め
の
戦
略
的
金
融
機
関
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
か
ら
は
国
家
総
動

員
法
に
基
づ
き
大
蔵
大
臣
は
必
要
に
応
じ
て
興
銀
に
対
し
「
営
利
的
な
金

融
の
限
度
を
超
え
て
も
貸
出
を
強
制
的
に
命
令
」
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

興
銀
が
損
失
を
う
け
た
場
合
は
「
損
失
ヲ
保
証
ス
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
産

業
の
発
展
の
た
め
に
長
期
の
資
金
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
い
う
興
銀
の

設
立
目
的
は
、
皮
肉
に
も
国
家
主
導
に
よ
る
軍
需
産
業
へ
の
融
資
を
通
し

た
戦
争
と
い
う
異
常
事
態
で
結
実
し
た
の
で
す
。

七
　
農
工
銀
行
の
特
色
は
何
で
す
か
？

農
銀
と
勧
銀
は
設
立
以
来
、
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
貸
付
は
農
業

工
業
の
改
良
発
達
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
農
工
銀
行
法
第
一
条
）。

勧
銀
が
全
国
的
な
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
法
第
二
条
は
「
同
行
は
一

府
県
を
も
て
一
営
業
区
域
と
な
し
」
と
規
定
し
、
農
銀
は
地
方
的
性
格
を

も
つ
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
勧
銀
に
農
工
債
券
を
引
受
け

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
資
金
の
一
部
を
調
達
し
た
た
め
、
農
銀
と
勧
銀
両

行
は
「
輔
車
唇
歯
」
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
〇
〇
（
明
治

三
十
三
）
年
に
は
農
銀
が
勧
銀
の
貸
付
を
代
理
し
、
か
つ
そ
の
支
払
保
証

を
行
う
「
代
理
貸
付
制
度
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
勧
銀
・
農
銀
が
重
複
す
る
分
野
で
独
立
し
て
い
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
同
制
度
は
長
く
続
か
ず
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
以
降
に
両

行
の
間
で
激
烈
な
競
争
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
関
係
は
一
転
し
て
「
犬
猿
の

間
」
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年

に
は
高
橋
是
清
蔵
相
に
よ
り
勧
農
合
併
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
後
、

政
府
の
強
制
的
な
政
策
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）

年
か
ら
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
ま
で
個
々
に
四
回
に
わ
た
る
合
併
を

経
て
勧
銀
が
農
銀
を
吸
収
し
ま
し
た
。
合
併
さ
れ
た
各
府
県
の
農
銀
は
勧

銀
の
支
店
と
な
り
、
農
工
銀
行
の
歴
史
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

八
　
勧
銀
と
興
銀
は
そ
の
後
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？

特
殊
銀
行
と
い
う
制
度
は
第
二
次
大
戦
後
に
終
焉
し
ま
す
。
勧
銀
は
、

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
普
通
銀
行
に
転
換
後
一
九
七
一
（
昭
和

四
十
六
）
年
に
第
一
銀
行
と
合
併
し
、
第
一
勧
業
銀
行
と
な
り
ま
し
た
。

興
銀
は
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
普
通
銀
行
に
転
換
後
一
九
五

二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
長
期
信
用
銀
行
に
再
転
換
し
ま
し
た
。
両
行
は

富
士
銀
行
（
旧
安
田
銀
行
）
と
と
も
に
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
み

ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ナ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し
て
統
合
さ
れ
、
二
〇
一
三
（
平

成
二
十
五
）
年
よ
り
現
在
の
み
ず
ほ
銀
行
と
な
り
ま
し
た
。
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